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■今月の土木■

▼オピニオン
・新たな土木市場を拓く
（その４）「CaaS」の
プロトモデルの提案
：野村吉春

▼コラム
・新型コロナワクチン
平静を失わないために
：村上茂樹
・分かり易い土木14（河
川）スーパー堤防と高台
まちづくり：土屋信行
・ウナギの生態と生命力
：出本眞次

▼フレンズコーナー
・重要文化財「通潤橋」
と地域のつながり
：大津山恭子

▼事務局通信

■「通潤橋」（国指定重要文化財）
・毎年秋には、熊本県内の多くの小学4年生が社会科見学に来
られます。この通潤橋の建設に係る事柄は、全国版の教科書に
も掲載されています。見学に来た児童の皆さんは、地元の案内
ボランティアさんの話を聞いてメモをとったり、質問したりと
真剣に学習されています。
・名物となっている橋の中央からの放水は、７月下旬から11
月末まで実施される予定です。（大津山恭子）
▼フレンズコーナーに続く。

【左】名物の放水 【右】ボランティアによる除草

小学4年生の社会科見学（2015/10/23）




